
令和4年度生薬学・天然物化学教科担当教員会議 議事録 

 

日 時： 令和４年8月29日（月）14時15分～15時15分 

場 所： Zoomによるオンライン開催 

議 題：「改訂コアカリ実施に向けて」 

次第： 

現在提示されている改訂コアカリ案の内容の確認や先日実施した改訂コアカリ案に対するアンケートで頂いたご

意見を整理提供して、情報共有と意見交換を行います。 

 

＜次年度委員長＞ 

塚本 佐知子 （熊本大学大学院生命科学研究部附属グローバル天然物科学研究センター） 

 

  

 

  

 

  



 

  

 

  

 

  

 

  

 

 



 

  

 

  

 

  

 

  

 

 



 

  

 

 

 

自由討論の中では、提示されたコアカリ素案の作成経緯に関して、多くの発言があった。大多数の参加者が共

有していた感触として、教科担当者会議に意見を求められた時点で開示されている素案は、生薬・天然物化学を

専門領域としない人によって書かれたものということである。そして、なぜ素案作りの段階から各専門領域の教科

担当者会議構成員に依頼がされないのか、ということに多くの構成員が疑問を呈していた。定められたフォーマッ

トがあることは理解できるが、そのことも含めて教科担当者会議にきちんと伝えて素案作成を依頼すれば、一定の

様式を維持したまま、より内容の充実した、実際の教育現場において有用なコアカリの内容になるのではとの意

見が多く述べられた。 

また、今回 SBO’s が廃止され、具体的な教育内容の例示が大幅に縮小されたが、このことについても多くの疑

問が呈された。もともと、SBO’s が問題視されていたのは、その項目の多さと細かすぎる記載の部分であって、学

習内容を例示すること自身に問題があるとは多くの構成員は感じていない様であった。さらに、薬学教育評価で、

ことさら SBO’s の完全実施が求められたことから、その実施量の多さと相まって、SBO’s に対する批判が述べら

れていた。なぜ、現状の SBO’s をもう少し整理して提示することができないのか疑問を感じるとの意見が多く述べ

られた。「教育内容の例示」が、学習成果基盤型教育の妨げになるという、短絡的なミスリードにつながらないかと

いう懸念も複数の構成員から提示された。 

 

以上 


